
道後温泉「ホテル葛城」創業年機にリニューアル

大
木
正
治
社
長
に
聞
く

「
日
常
時
」も「
非
常
時
」も
快
適
に

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」に
取
り
組
む

地
域
の
文
化
財
・
伝
統
工
芸
を
活
用
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道
後
温
泉
の
ホ
テ
ル
葛
城
グ
ル
ー
プ
（
大
木
正
治
社
長
）

は
、
創
業

年
を
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
３
月

日
に
「
ホ
テ
ル
葛
城
」
を
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　
９
月

日
に
「
花
ゆ
づ
き
」
の
全
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
完

了
し
た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「花ゆづき」全景

　
愛
媛
県
指
定
無
形
文
化
財
の
陶
磁
器

「
砥
部
焼
（
と
べ
や
き
）
」
の
女
性
作
家

グ
ル
ー
プ
「
と
べ
り
て
」
の
湯
の
み
。
葛

城
の
客
室
名
表
示
に
も
、
と
べ
り
て
の
陶

板
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
と
べ
り
て
湯
の
み

　
ギ
ル
デ
ィ
ン
グ
和
紙

　
花
ゆ
づ
き
の
館
内
、
客
室
内
装
飾
に
用

い
ら
れ
て
い
る
ギ
ル
デ
ィ
ン
グ
和
紙
は
、

愛
媛
県
内
子
町
の
五
十
崎
社
中
が
、
国
指

定
伝
統
工
芸
品
の
「
大
洲
和
紙
」
に
ギ
ル

デ
ィ
ン
グ
加
工
を
施
し
制
作
し
た
作
品
。

金
属
箔
を
使
い
、
和
紙
の
上
に
デ
ザ
イ
ン

を
施
す
手
法
で
、
金
属
の
酸
化
と
腐
食
性

の
特
徴
を
生
か
し
て
独
創
的
な
美
し
い
色

合
い
を
表
現
し
て
い
る
。

ギルディング和紙の屏風（花ゆづき９階ホール）

　
和
室
ベ
ッ
ド

　
和
室

　
花
ス
イ
ー
ト

　
ロ
ビ
ー

　
１
９
４
７
年

月
　
創
業
者
・
大
木
正
成
、
東
京
・
大

阪
・
九
州
で
船
主
と
し
て
活
躍

　
１
９
４
９
年
２
月
　
松
山
市
玉
川
町
で
緑
風
荘
有
限
会

社
を
設
立
。
旅
館
業
に
進
出

　
１
９
５
２
年
３
月
　
大
正
汽
船
を
創
立

　
１
９
５
９
年

月
　
海
運
業
中
心
の
経
営
か
ら
宿
泊
業

へ
の
転
換
を
決
意
す
る

　
１
９
６
０
年
１
月
　
緑
風
荘
を
売
却

　
同
年
２
月
　
松
山
市
道
後
湯
月
町
で
か
つ
ら
ぎ
荘
建
築

に
着
手

　
同
年

月
　
か
つ
ら
ぎ
荘
完
成
。
営
業
ス
タ
ー
ト

　
１
９
６
３
年
６
月
　
ホ
テ
ル
か
つ
ら
ぎ
有
限
会
社
を
設

立　
同
年

月
　
か
つ
ら
ぎ
荘
を
撤
去
。
収
容
人
数
２
５
０

名
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
７
階
の
ホ
テ
ル
を
建
築
。

名
称
を
「
ホ
テ
ル
葛
城
」
に
改
称

　
１
９
６
６
年
４
月
　
収
容
人
数
３
５
０
名
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
９
階
、
３
０
０
畳
の
大
宴
会
場
を
擁
す
る

本
館
を
建
築

　
１
９
６
７
年
６
月
　
隣
接
地
の
湯
香
里
旅
館
を
買
収
。

本
館
と
接
続
さ
せ
て
３
階
建
て
の
別
館
を
建
築

　
１
９
７
０
年

月
　
別
館
の
上
に
４
階
分
を
増
築
。
玄

関
も
広
げ
る

　
１
９
７
３
年
２
月
　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
も
、
中
間
部
分
の
土
地
を
買
収
し
、
新
館

建
築
を
ス
タ
ー
ト

　
１
９
７
４
年

月
　
収
容
人
数
６
０
０
名
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
９
階
、
道
後
温
泉
随
一
の
新
館
が
完
成

　
１
９
７
９
年
６
月
　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
本
館
・
別

館
・
新
館
す
べ
て
を
「
適
マ
ー
ク
」
に
適
合
す
る
よ
う
改

築
。
併
せ
て
大
浴
場
を
浮
世
絵
大
浴
場
に
改
築

　
１
９
８
３
年
５
月
　
ふ
る
さ
と
亭
、
ク
ラ
ブ
パ
ス
ポ
ー

ト
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
を
新
設

　
１
９
８
７
年
９
月
　
長
年
の
金
刀
比
羅
信
仰
が
認
め
ら

れ
、
旅
館
業
と
し
て
は
全
国
初
の
金
刀
比
羅
宮
の
分
祀
が

認
め
ら
れ
る

　
１
９
８
８
年

月
　
隣
接
地
を
買
収
し
、
ホ
テ
ル
葛
城

「
花
ゆ
づ
き
」
の
建
築
に
着
手

　
１
９
９
０
年

月
　
収
容
人
数
２
５
０
名
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト

階
建
、
ア
ト
リ
ウ
ム
構
造
の
ホ
テ
ル
葛
城

「
花
ゆ
づ
き
」
竣
工
、
オ
ー
プ
ン

　
１
９
９
９
年
４
月
　
役
員
改
選
に
伴
い
三
男
・
大
木
正

治
が
代
表
取
締
役
社
長
に
、
大
木
正
成
が
代
表
取
締
役
相

談
役
に
就
任

　
２
０
１
８
年
３
月

日
　
ホ
テ
ル
葛
城
、
全
館
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
同
年
９
月

日
　
花
ゆ
づ
き
、
全
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン

　
２
０
１
９
年

月
（
予
定
）
　
隣
接
地
に
新
ホ
テ
ル
オ

ー
プ
ン

（
上
右
）
と
べ
り
て
陶
板

（
上
中
）
レ
デ
ィ
ー
ス
ル

ー
ム
（
上
左
）
ス
ト
ッ
ク

ル
ー
ム
（
下
右
）
玄
関

（
下
左
）
デ
ラ
ッ
ク
ス
和

洋
室

　
葛
城
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
」
。
オ
ー
プ
ン
タ
イ
プ

の
ス
ト
ッ
ク
ル
ー
ム
を
設
け

て「
日
常
時
」と「
非
常
時
」

の
境
界
を
な
く
し
た
。
新
設

の
「
レ
デ
ィ
ー
ス
ル
ー
ム

（
女
性
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
）」

に
は
、
フ
ェ
イ
ス
ケ
ア
機
器

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
も
備

え
、
利
用
率
は
高
い
。

　
花
ゆ
づ
き
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
、
高
級
装
飾
用
和
紙

の
ギ
ル
デ
ィ
ン
グ
和
紙
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ペ
ー
ス
や
客
室
壁
な
ど

館
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
配
置

す
る
こ
と
で
、
和
の
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
空
間
を
演
出
し
て
い

る
。

　
大
木
正
治
社
長
に
ホ
テ
ル

葛
城

周
年
へ
の
想
い
と
こ

れ
か
ら
、
今
回
の
２
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
伺
っ
た
。

　
―
―
創
業

周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
創
業
以
来

年
、
心
掛

け
て
き
た
こ
と
は
、
常
に
お

客
さ
ま
と
と
も
に
あ
り
続
け

た
い
と
い
う
想
い
。
温
か
く

く
お
迎
え
し
、
温
か
く
お
見

送
り
す
る
ま
で
至
福
の
時
間

を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
想
い
だ
。

年
と
い

う
歳
月
は
、
人
で
言
え
ば

『
還
暦
』
に
当
た
る
。
還
暦

に
は
暦
が
元
に
戻
る
と
い
う

意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。
初
心

に
立
ち
返
り
、
改
め
て
次
代

を
考
え
た
時
、
『
い
つ
も
』

と『
も
し
も
』を
心
に
携
え
、

お
客
さ
ま
の
安
心
と
安
全
を

守
る
精
神
を
持
ち
続
け
る
こ

と
、
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
サ

ー
ビ
ス
精
神
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
」

　
―
―
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
お
持
ち
で
す
か
。

　
「
道
後
温
泉
と
い
う
視
点

か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
国
の

観
光
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

必
要
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
、

日
本
の
観
光
産
業
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。
特
に

外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
著

し
い
。
こ
れ
は
、
急
に
始
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
泉

純
一
郎
首
相
の
時
代
か
ら
の

『
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
』
『
ビ

ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
っ

た
地
道
な
活
動
を
、
安
倍
晋

三
首
相
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政

策
へ
と
つ
な
ぎ
、
観
光
産
業

を
国
の
基
幹
産
業
と
し
て
位

置
付
け
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
結
果
だ
」

　
「
外
国
人
観
光
客
の
増
加

に
つ
い
て
は
、
『
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
だ
ろ

う
』な
ど
と
も
言
わ
れ
る
が
、

私
は
少
し
違
っ
た
見
方
を
し

て
い
る
」

　
―
―
具
体
的
に
は
。

　
「
中
国
人
観
光
客
を
例
に

挙
げ
る
と
、
３
年
ぐ
ら
い
前

は
団
体
で
来
て
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
よ
う
に
商
品
を
根
こ

そ
ぎ
買
い
あ
さ
っ
て
い
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
『
爆
買
い
』

だ
が
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
本

当
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
観
光
客
で
は
な
か
っ

た
。
私
た
ち
は
、
買
い
物
ば

か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
歴

史
や
文
化
に
も
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
爆
買
い
の
観
光
客

は
、
商
品
が
豊
富
に
あ
る
大

都
市
圏
に
し
か
興
味
を
示
さ

ず
、
地
方
都
市
に
魅
力
を
感

じ
て
く
れ
て
い
な
か
っ
た
」

　
「
と
こ
ろ
が
最
近
は
様
子

が
変
わ
っ
て
き
た
。
い
ざ
日

本
に
来
て
み
る
と
、
街
は
清

潔
だ
し
、
人
は
優
し
い
し
、

安
全
で
自
由
。
自
分
で
調
べ

た
り
、
友
人
の
イ
ン
ス
タ
を

見
た
り
し
て
、
地
方
に
魅
力

的
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
も
気
付
い
て
く
れ

た
」

　
「
先
日
、
外
国
人
の
友
人

か
ら
『
パ
リ
が
世
界
一
の
観

光
地
だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
観
光
資
源
は
日

本
の
方
が
比
べ
物
に
な
ら
な

い
く
ら
い
豊
富
だ
よ
』
と
聞

か
さ
れ
た
。
日
本
全
国
に
散

り
ば
め
ら
れ
た
観
光
資
源
を

上
手
に
生
か
せ
ば
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
降
も
、
外
国
人
観
光

客
は
増
え
続
け
る
と
思
う
。

観
光
産
業
の
関
係
者
は
、
東

京
オ
リ
パ
ラ
を
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

考
え
る
べ
き
だ
」

　
―
―
３
月

日
に
全
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た

「
葛
城
」
は
、
「
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
ま
し
た
。
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
。

　
「
い
つ
も
の
暮
ら
し
が
あ

る
『
日
常
時
』
と
、
災
害
が

起
き
た
『
非
常
時
』
と
い
う

二
つ
の
時
間
『
フ
ェ
ー
ズ
』

に
つ
い
て
分
け
る
こ
と
を
や

め
る
、
と
い
う
概
念
だ
。
昔

も
今
も
、
日
本
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
が
起
き
続
け
て
い

る
。
大
き
な
災
害
の
発
生
直

後
に
は
社
会
的
に
高
ま
る
防

災
意
識
も
い
つ
し
か
薄
れ
、

同
じ
よ
う
な
悲
劇
が
繰
り
返

さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
常
生

活
の
中
で
は
、
災
害
時
に
自

分
の
周
り
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
か
が
イ
メ
ー

ジ
し
に
く
い
か
ら
だ
。
そ
う

す
る
と
、必
要
に
な
る
の
は
、

防
災
の
た
め
の
特
別
な
コ
ト

や
モ
ノ
で
は
な
く
、
日
常
時

も
非
常
時
も
活
用
で
き
る
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
、ア
イ
デ
ア
。

そ
の
考
え
方
や
取
り
組
み
が

『
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
』
だ
」

　
―
―
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内

容
は
。

　
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
女
子
旅
や
外

国
人
観
光
客
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
『
い
つ
も
』
は
楽
し
く

心
地
よ
い
温
泉
場
、
『
も
し

も
』
は
心
地
よ
く
楽
し
い
避

難
場
。
そ
ん
な
居
心
地
の
良

い
空
間
を
演
出
す
る
た
め

に
、
愛
媛
県
指
定
無
形
文
化

財
で
あ
る
『
砥
部
焼
』
の
女

性
作
家
グ
ル
ー
プ
『
と
べ
り

て
』
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
女
性
の
感
性
を
ふ
ん
だ

ん
に
取
り
入
れ
た
。
①
女
性

に
好
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
②
落

ち
着
き
の
あ
る
和
の
し
つ
ら

え
③
非
日
常
を
楽
し
む
上
質

感
④
美
観
を
保
つ
優
れ
た
機

能
性
⑤
安
全
安
心
の
た
め
の

ス
ト
ッ
ク
ル
ー
ム
の
完
備
―

を
目
指
し
た
。
日
本
最
古
の

温
泉
で
日
本
最
先
端
の
フ
ェ

イ
ズ
フ
リ
ー
ス
パ
を
実
現
し

た
」

　
―
―
「
葛
城
」
に
隣
接
す

る
「
花
ゆ
づ
き
」
は
、
９
月


日
に
全
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
ち
ら
は

館
内
、
室
内
の
装
飾
に
「
ギ

ル
デ
ィ
ン
グ
和
紙
」
を
徹
底

的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
ね
。

　
「
愛
媛
県
内
子
町
に
あ
る

『
五
十
崎
社
中
』
に
お
願
い

し
て
、
国
指
定
伝
統
工
芸
品

の
『
大
洲
和
紙
』
に
ギ
ル
デ

ィ
ン
グ
加
工
を
施
し
た
和
紙

を
制
作
し
て
も
ら
っ
た
。
ギ

ル
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
は
、

金
属
箔
を
使
っ
て
、
紙
や
木

材
、
布
な
ど
の
上
に
デ
ザ
イ

ン
を
施
す
手
法
。
伝
統
産
業

を
応
援
し
た
い
、
道
後
か
ら

ア
ー
ト
を
発
信
し
た
い
、
と

い
う
想
い
で
採
用
し
た
」

　
―
―
「
葛
城
」
「
花
ゆ
づ

き
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

地
元
産
の
砥
部
焼
と
ギ
ル
デ

ィ
ン
グ
和
紙
を
使
わ
れ
ま
し

た
。
施
工
担
当
も
地
元
の
企

業
で
す
か
。

　
「
松
山
に
支
店
を
置
く
住

友
林
業
ホ
ー
ム
テ
ッ
ク
に
お

願
い
し
た
」




